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　（目的）　近年、女子短大生における調理能力の低下やその原因にっいては、fa.々報告が

なされている。我々もすでに、調理能力評価の一方法として、ハンバーグのMI 理手lintにお

ける理解JiEと食生活に関する態度および食忿践との関迎を軽告してきた。今回は。入学当
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理解度を調べるとともに、食事作りなどに表れる行動変化や憲践の差にっいて検肘し。訓

哩実'S?指４の一助とすることをr=i的として調査した。

　（方法）　1 ）飼査対象　平成S年度本学家政科入学生2 -4 41名である。　2）調査期間

　平成S 年4月および平成-7 年X J

方法を用いる*己累留置法によった。

　（結果）　1）家庭内の家事行動としては、家族および自分の食事作りが増加し- 後かた

づけは嫌いな家事であると答えた学牛が５割に遼するが、その必要住からもっとやらな＜

てはならないと答えた学生もS割いた。　2）調理操作項目の中では、切る、料理作り、

盛り付け、味付けの順で得意になったと意識している。　3）調理に対する知識の量が多
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人で料理を作ることが出来ると答えた。　4）後期実習修了後の自S評-(Bliにっいては、手

(項にnaじTrま羨支しく- -そオT.ヵ≪貫i獅!？≫ま次、ぞ､ヵ≪白で≫lま出31そなCりヽとりヽうことをf思S眺-t?*?るよう

になった。しかし、総合評価では- 手順よりも技術1fP価を重視し、結果として自aを高＜

評価する傾向が認められた。
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食生活の地域差と学校の調理実習内容に関する一考察

　　　- 1 9 3 0～40年代前半を中心として一

江原絢子　（東京家政学院大）

　目的　現在、小・中・高校における調理実習は、日常食に基礎をおいているとされるけ

れども.. 教科書による画一的な教授では、日常食の地域差に対する配慮は等閑にされてき

たと思われる。本発表では、学校における調理実習と実生活の地域差との関係を検討する

ため、食生活の地域差が大きかった第二次大戦以前の食生活を明らかにするとともに、同

時期の学校の調理実習内容との乖離、矛盾点について解明する。

　方法　193 0～4 0年代前半の奈良、岩手両m女子師範学校の生徒による家庭の食物

調査を事例とし.. さらに全国のfll(Slを開き取り調査をまとめた『日本の食生活全集』、１

9 4 K、4 2年の食生活調査の報告『日本の食文化』、194 3、4 4年の食生活調査「

郷土食慣行調査報告」によって検討する。また、151 時代の割烹教科書、東京女高師附属高

女｡群馬県立沼田高女などのIS if実習内容について調査した。

　結果　戦時下の食料統制によって各地域に米の配給が行われるまでは、19 3 0～4 0

年までの食生活はほとんど変わらず、地域差がきわめて大きく、白米中心の地域、麦、雑

穀が混入される地域、粉食を日常食とする地域など主食の形態が異なっていた。奈良県女

子師範の事例では、生徒の３分の2以上の家庭で粥食をとっており、岩手県女子師範の調

査事例では、麦のほか稗、粟、大根が日常の主食に加えられたほか、都市部では家庭に取

り入れられていたカレーライスも、その他のtfe域ではまだ日常食とはいえない等の持徽が

みられた。これに対し、割烹教科書、実施された調理実習内容は、日本の饗応食や洋風料

理が中心であり、地域差は見られなかった。

182


